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本来ならば年頭につき、新年のご挨拶を申し上げるところですが、

1 月 1 日に発生した令和 6 年能登半島地震により、犠牲となられた

方々に心よりご冥福をお祈りするとともに、被害を受けられた方々に

心よりお見舞い申し上げます。 

 さて、今年は福井県にとって大きな転機となる、北陸新幹線の県内

延伸が 3 月 16 日に迫っています。会員の皆様におかれましても、そ

れぞれに期待があることと思います。観光のみならず、ビジネスにお

いてもチャンスと捉え、この変化の波をどう乗り切るかに今後の県内

経済の浮沈がかかっていると考えられます。会員の皆様のご活躍に期

待したいところです。 

 当協会の活動につきましては、昨年はコロナ禍からの脱却も見られ、5 月の記念総会や久々の例会・

懇親会、国内視察旅行、初のゴルフコンペなども行われ、会員各位のヨコのつながりも改めて活性化さ

れたこと、非常に喜ばしく感じました。今年も、引き続き交流を深めるとともに、新たな連携を模索し

ていただけたら幸いです。 

 国内・県内中小企業は、物価の高騰やそれに伴う人件費の上昇、円安による輸入資材の高騰、引き続

きの人手不足など、課題が尽きない状況が続くと思われますが、智慧による解決を私たち中小企業診断

士が後押ししていきましょう。当協会でも、今年はサイボウズ社の kintoneを全会員で使えるようにし、

情報共有や情報管理、事務手続きの簡素化を図っていきたいと思います。皆さんの積極的な活用や活用

アイデアのご提供など、協力をお願いいたします。 

 

 

 

◆事業推進委員会 

コロナ禍による様々な制限も解除され人の動きも活発化して

きたなか、従来に引き続き支援機関等との連携・交流を図り、受

託事業の維持拡大と継続的で安定的な活動実施に向けて、広く営

業活動を推進しています。 

「事業承継」の支援に関しては、福井県事業承継・引継ぎ支援

センターと連携し、事業引継ぎ後の組織統合（ＰＭＩ）に向けた

勉強会も開催し、更なる支援を展開します。 

診 断 ふ く い 

「一般社団法人化10年 中小企業診断士として更なる資質向上を目指す」 
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 また、本年 1 月 1 日に発生した「能登半島地震」の復興に向けて、中小企業診断士と

して何ができるかを調査しています。 

各方面からは、「専門の異なる複数の診断士に関わってもらうことで、相談することに安

心感や期待感がある」、「同時にいろいろな角度からの意見が聞けてスピード感がある」と

いう意見をいただいております。 

今後は、多彩な専門分野・得意分野を有する中小企業診断士が所属し、豊富な事例とノ

ウハウを有する「福井県中小企業診断士協会」の総力を結集し、様々な問題を解決してい

きたいと思います。 

 

◆事業企画委員会 
事業企画委員会では毎年 11 月 4 日の中小企業診断士の日にあわ

せた中小企業診断士としての活動成果や支援事例の発表の場とし

てのシンポジウムを開催し、診断士活動を通じた経営改善や新事業

展開、事業再構築、事業承継等の支援事例の情報発信を通じて、経

営の参考にしていただくとともに、中小企業診断士としての認知度

向上に取り組んでいます。 

今年度は 11 月 8 日に福井大学文京キャンパスに於いて国際地域

学部課題解決探求プロジェクトと連携して開催しました。 

学生を対象としたのは、昨年度の福井県立大学に続き 2 回目。

福井大学生の課題解決力向上に貢献し、中小企業診断士の認知度アップを目指し、将来の

福井県を支える人材の育成に寄与することを目的として、「福井で働くやりがいと地域発

展への貢献～中小企業診断士の役割～」と題して講義及びグループに分かれて意見交換を

行い、福井大学生、中小企業診断士の 74 名が参加しました。 

 中小企業診断士が有している経営に関する知識と実践経験等のノウハウが、各企業が抱

えている課題解決のために有効であることを広く周知できればと思っています。 

 

◆総務・コンプライアンス委員会 

創立 40周年・法人化 10周年を迎え、記念式典を開催しました。

他にも各委員会と連携して記念事業を運営してきました。多くの会

員様に参加いただき、これまでの歩みを振り返ると共に、これから

の協会発展に向けた団結が図れたと感じています。 

また、2018年に策定した協会ビジョンの進捗状況を図るため、独

立系診断士を中心にアンケートを実施し情報収集を行いました。今

後、結果を公表すると共に、「稼げる診断士」育成に向けた協会と

しての役割・取組みを検討していきます。稼げる診断士の輩出は、

当協会はもちろん中小企業診断士の地位・認知度向上に繋がります

し、ひいては中小企業の発展にも大きく貢献できると考えています。 

事務局運営としては、インボイスや電子帳簿保存法に対応しながら

委員長 加藤永俊 

委員長 松田博史 
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も生産性を維持するためＩＴの活用を進めております。今後は kintone 導入を控えており、

盤石な運営体制の構築を進めてまいります。 

 

◆広報委員会 

 委員会では、福井県支部発足 40 周年、一般社団法人設立から 

10周年を経過した節目となる年度でもあり、ホームページを全

面リニューアルいたしました。 

今回のリニューアルでは、より使いやすく分かりやすいホー

ムページを目指し、ページの構成やデザインを全面的に見直し

ました。また、スマートフォンやタブレットでの表示にも最適

化し、各デバイスから閲覧しやすいよう改善しております。 

これからも企業の繁栄・発展に繋がるよう支援活動を行って

まいりますので、今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 

＜事業＞ 

・ホームページリニューアル、リーフレットリニューアル 

・協会機関紙「診断ふくい 39 号」の発行と関係機関への配布（年 2回）。 

 現在、「診断ふくい 40号」2月発行に向けて作成中。 

様々な経営課題は、中小企業診断士にご相談ください。 

 

◆例会・研修委員会 

例会委員会では、新型コロナの分類が 5 類に移行後、積極的に会

員の方々の知識のインプット、アウトプットの場、交流の場との位置

付けで、リアルとネットを交えたハイブリッド方式の研修は勿論、現

地視察型研修、食事とお酒を交えた交流会、家族の方も参加出来る例

会を開催致しました。 

具体的には、９月には現地視察型研修として、北陸新幹線延伸を前

にした、福井駅前商店街の現状と課題の共有と補助金を活用した店

舗見学と西武百貨店屋上ビアガーデンで会員同士の交流会を開催致

しました。 

また 10 月にはハイブリッド方式にて日本銀行福井事務所長による、コロナ前後を通し

た日本、福井県等のマクロ経済動向についてのご講演を頂きました。 

11月には家族参加型の視察研修として、大野市の老舗醤油店である野村醤油さんにおい

て醤油作り体験と工場見学、中部縦貫道の「道の駅 荒島の郷」の見学を実施致しました。 

2024年も様々な形の例会を開催致しますので、会員の方々の積極的な御参加をお待ちし

ています。最後に、この場をお借りして、例会委員会のメンバーの方々には企画の立案、

運営に協力頂き、感謝申し上げます。 

 

委員長 大森 健 

委員長 坪川光弘 
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◆資格更新委員会 

理論政策更新研修を令和５年９月２日（土）に、坂井市の福井

県産業情報センタービル１階マルチホールにて、会場出席７６

名、オンライン出席４３名の計１１９名の受講のもと開催致し

ました。今回は４名の講師をお迎えして、それぞれのお立場か

ら、「福井県の経済雇用情勢および主な企業支援について」（中小

企業施策）、「伝統の味を引き継ぐ～米五のみその取り組み」（事

業承継）、「製造部門のデジタル化で企業全体の利益改善をリー

ド」（生産性向上）、「Vtuberを起用した新しいプロモーション戦

略」（デジタル化）をテーマにご講演をいただきました。 
【理論政策更新研修 開催予定】 

日時：令和６年８月３１日（土） 

   8:20～12:30 

会場：福井商工会議所ビル(福井市西木田) 

  （オンライン受講も可能です） 

皆様のご参加をお待ち申し上げております。 

 

◆観光産業化研究会 

【共同代表 峠岡伸行・川嶋正己】 

観光産業化研究会では、今年度のテーマとして「坂井市の観光活性化への提案」を掲

げ、７名のメンバーで研究活動に取り組んでいます。 

 3 月に北陸新幹線の開業を迎える福井県にとって「観光活性化」は大きなテーマでは

ありますが、短期的な訪問客増を狙うよりも中長期的に地域経済への波及効果をどのよ

うに高めていくかの方が重要ではないでしょうか。 

10月に実施した長崎県・佐賀県の視察研修、11 月に実施した坂井市内（三国湊町、東

尋坊、丸岡城等）の現地調査を踏まえて、坂井市が今後取り組むべき、観光振興から坂

井市全体の活性化（持続可能性を高める地域づくり）へ繋げていくストーリーを、より

具体的に提案したいと考えています。 

 

■□ 県外視察研修及び長崎県協会との情報交換会を開催（10 月 20日）□■ 

 

 県外視察研修を令和 5年 10月 20日（金）～22日（日）の 2 泊 3日で 4 年ぶりに実施し

ました。竹川会長をはじめ 9 名の会員が参加し、昨年、西九州新幹線が開業した長崎県と

佐賀県を訪問しました。 

長崎市では、長崎県中小企業診断士協会の前田会長をはじめ 11 名の会員の皆さんと情

報交換会、懇親会を開催し、特徴的な協会活動の紹介や個々の診断士活動、長崎ならでは

の離島の事業者支援などの話も聞かれ大いに盛り上がりました。 

委員長 安岡清至 
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 今回の県外視察では、西九州新幹線が部分開業した

長崎県の新幹線駅がある都市だけでなく県北となる

佐世保市や平戸市、県南となる島原市や雲仙市などを

分かれて訪問することで、長崎県全体での波及効果を

把握することを目的に実施しました。 

 ＪＲ長崎駅周辺では、商業施設やコンベンション施

設、外資系ホテル等の大規模な開発が進み、複合スポ

ーツ施設も建設中で、新幹線開業を契機に巨大な民間

投資が行われたことが印象的でした。 

 一方で、長崎市を離れるとこのような大規模な投資はほとんど見られず、また、新幹線

開業から１年が経過していることもあり、訪問客も落ち着いた状況となる中で、少人数の

グループ客が多くみられ、それぞれの旅行への興味に合わせて地域にある魅力を絞り込ん

で継続的に発信していくことの重要性を強く感じた訪問でした。 

 

◆事業承継研究会 

 令和 5 年度についても、福井県事業承継・引継ぎ支援センター

と連携し、金融機関・各士業（弁護士、公認会計士、行政書士）・

事業者を対象に、勉強会を開催しました。 

8月  第 1 回：親族承継計画作成セミナー」を開催  

講師：佐々木サブマネージャ(診断士協会理事) 

9月  第 2 回 10 月第 3回：Ｍ＆Ａセミナー  

講師：名南Ｍ＆Ａ(株)油利大輝氏 

11月 第 4 回：事業承継を成功させる秘訣は７つの 

“見える化にあり  講師 吉村 正裕氏 

【第 5 回事業承継研究会】を開催しました 

日 時：令和 6年 1 月 22日（月） 18:00～19:30 

テーマ：買い手は知らない売り手のホンネ～ Ｍ＆Ａアドバイザーがこっそり聞いた 

 こんな買い手に譲りたい！  場所 福井商工会議所 国際ホール 

◎主な内容 

・Ｍ＆Ａは、やる必要あるの？ 

・Ｍ＆Ａは成長企業に欠かせない手段となっている 

・Ｍ＆Ａは成長が見込まれる事業への分散投資である 

・Ｍ＆Ａが上手くいかない 2 つの理由 

◎講師：株式会社日本 M&A センター 提携統括事業部 地方創生室 

    シニアチーフ/中小企業診断士 東海林 佑介（しょうじ ゆうすけ）氏 

▸参加人数 50名(経営者、中小企業診断士、税理士、金融機関職員） 

このエキスパート集団である中小企業診断士を是非、ご活用ください。 

代表 坪川光弘 
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◆令和５年度 新年会 

日時：令和 6年 1 月 26日(金) 18：30～21：00 

場所：弥吉(駅前店) 

   会員総勢 35名の出席にて盛大に開催されました。今年の目玉は、ビンゴゲーム大会

で豪華景品が披露され、大変盛り上がりました。 
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令和 5 年に中小企業診断士登録を行い、福井県中小企業診

断士協会に入会いたしました奥田東久（おくだはるひさ）と

申します。 

現在は大阪にある小規模なお土産雑貨メーカーの社員とし

て会社の中核を担う立場で仕事をしております。生活の拠点

は大阪になりますが診断士活動の拠点は地元の福井県に置き、

福井の産業活性化の一助となりたいと考え、入会させていた

だきました。甚だ微力ではありますが、複数業種の中小／ベ

ンチャー企業に勤務し、経営者の近くでそれぞれの企業が抱

える課題に直接向き合ってきた経験も活かしつつ、事業者の 

皆様のご支援をさせていただけるよう努めて参りたく存じ 

ます。今後ともご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。 

 

令和５年に資格登録し、この度入会させていただきました

川村昌幸です。大野市在住です。百貨店、信用調査会社、公

民館勤務を経て中小企業診断士として独立・開業いたしまし

た。長年勤めた信用調査会社では経営者の悩みを聞いたり相

談を受けたりする機会が多くありました。少しでも経営者の

悩みを解決できるアドバイスができたらと思ったことが中小

企業診断士を目指したきっかけです。組織の活性化や売上拡

大など経営者と共に悩みながら課題を解決していきたいと思

います。とはいえまだまだ未熟者です。先輩方のご指導・ア

ドバイスを仰ぎながら精進していきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

令和５年度、各委員会のイベント等ホームページやフェイス

ブックで逐次、情報を発信していきます。また、今年度は福県支

部発足 40 周年、一般社団法人設立 10 周年と節目となる年度で

もあり、ホームページ及びリーフレットのリニューアルを行いま

した。協会及び診断士の認知度向上を図り、新入会員の獲得や受

託事業の獲得、診断士の地位向上に貢献致します。今後も福井県

中小企業診断士協会の活動にご期待ください。  

 
福井県診断士 

奥田 東久 

川村 昌幸 

ホームページ Facebook 


